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論 文 内 容 の 要 旨
蛋白同化ステロイ ド(A .S.) に生体内の窒素貯溜作用及び体重増加作用があるが, その作用が蛋白同化
の促進であるか, 或いは異化抑制であるかについては, 充分な検討が行なわれていない｡ 著者は, 13 1Ⅰ標
識人血清アルブミン (R ISA ) 及び 15N 標識アミノ酸による生体内代謝実験を行なって, A .S. の作用機
序の解明を試み, あわせて重水素重水を用いて水代謝に及ぼす A .S.の影響を観察 した ｡
〔Ⅰ〕R ISA 代謝に及ぼす A .S. の影響 :健康人, 各種内分泌疾患々者, 肝及び腎疾患々者に追跡量
の R ISA を静注投与してその代謝成績より血中 R ISA 生物学的半減期, 回転率, 全交換可能アルブミン
(T ･E ･A )量及びアルブミン合成量及び崩壊量を算出して, アルブミン代謝の年令別及び疾患別の比較を
行ない (対照期), さらに之ら症例に A .S･ の投与及び各種の治療を行なって, それらの R ISA 代謝に及
ぼす影響を観察して (治療親), 次の成績を得た｡
a) 対照期における年令別疾患別比較 :老年者では, 若年者に比してアルブミン代謝の遅延が認められ
た｡ 甲状腺機能克進症及びクッシング症候群では, アルブミン代謝の促進, 甲状腺機能低下症, アヂソン
氏病及び神経性食思不振症では, 遅延がそれぞれ認められた｡ 末端肥大症では, 合成促進に起因すると考
えられる T EA の増量が認められた｡ 慢性肝炎では, アルブミン合成量及び崩壊量の低下及び T EA の
減少が認められ, ネプロ- ゼでは, 大量の蛋白喪失に起因するアルブミン代謝の著明な先進が 認 め られ
た ｡
b) 治療期における変動 :肝機能正常例では, A .S. 投与により, 体重及び T E A の増量が認められ,
しかもアルブミン崩壊量は不変であり, このことから A .S. は生体内で異化抑制的にではなく, 蛋白合成
促進的に作用するものと考えられた｡ 老年者では若年者に比して A .S.に対する反応性の低下が認められ
た｡ 肝及び腎疾患では A ･S･ により体重増加及び蛋白の合成促進像は認められなかった｡ また A .S の作
用発現には一定量以上の熱量及び蛋白壷摂取が必要なことが認められた｡
〔Ⅱ〕 15N 標識アミノ酸代謝に及ぼす A .S.の影響 : 15N 標識グリシン又はアスパラギン酸を健康人
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低熱量, 低蛋白量摂取者, 肝及び腎疾患々者に経口投与して, 尿中 15N 排他量, 血清 15N 濃度及び体内
ItrN の残留量曲線の分析より窒素平衡とは無関係に M etabotic Poolの大きさP 及び K p なる標識アミノ
酸の蛋白合成- の利用度を数値で示す方法を考案して A .S. 投与による P ,K p の変動を観察した｡ 肝,
腎機能正常例では, A .S.投与後, 全例にP の増大及び Kp の増加が認められ, 蛋白合成促進像が示され
た｡ 慢性肝炎例では, A .S. 投与によりP 及び K p に変動が認められず, 腎疾患では, P はやや増大した
が, Kp には変動が認められなかった｡
以上Ⅰ, Ⅱの成績より A .S.の主作用は, 蛋白同化の積極的促進にあって, 蛋白異化の抑制ではないこ
とが考えられた｡
〔Ⅱ〕 重水素重水代謝に及ぼす A .S.の影響 :A .S.投与により浮塵の出現をみることがある｡ 従って
A .S.投与による体重増加は, 貢の体重増加によるものか, 水分貯潜によるものかを明らかにす るた め
に, 重水素重水の経口投与による生体内代謝実験を行ない, A .S.投与による変動を観察した. 健康人に
おいては, 重水の回転率は, 年令の大なる程減少 して, 老年者では, 水代謝の遅延が認められた｡ 若年者
の A .S.の短期間投与例では, 重水代謝に特に変動は認められなかったが, 老年者の半数例で体内水分量
の軽度増加が認められた｡ また, 長期投与により著明な体重増加を来たした神経性食思不振症では, 体内
水分量の軽度増加が認められ, 潜在性浮塵の存在が考えられた｡ しかしながら, 之らの変動は僅 少 で あ
り, 従って, A .S. 投与による体重増加は, 真の体重増加によるものと考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
蛋白同化ステロイ ド(A S) の窒素蓄積作用および体重増加作用の構序について従来充分な意見の一致を
見ていない｡ 著者は人体について 131 Ⅰ標識人血清アルブミン (R ISA ), 15N 標識グリシンおよびアスパラ
ギン酸, 重水素重水などを用いて蛋白代謝および水代謝におよぼすA S の作用機序を検索した｡ 肝機能が
正常で一定量以上の熱量および蛋白質を摂取するものにA Sを戚与すれば体重および仝交換可能性アルブ
ミン量が増加し, しかもアルブミン崩壊量はかわらない｡ このA S に対しては若年者が老年者より強く反
応する｡ 肝および腎機能の正常で充分な熱量および蛋白質を摂取するものにA S をあたえるとアミノ酸代
謝における M etabolic Pool の大きさおよびアミノ酸の蛋白合成への利用度が増大し蛋白合成が促進され
る｡ 韮水代謝におよぼすA S の影響はA S の短期投与では垂水代謝に著明な変移はない. 長期A S投与に
よって体重増加著明なものでは僅少な体内水分量の増加が見られる場合がある｡ 以上の成績から肝腎機能
正常で充分な熱量および蛋白質を摂取する場合のA S の蛋白代謝に対する作用は積局的な同化 促 進 で あ
り, A S による体重増加は水の貯潜によるものではないことが推定された0
本論又は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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